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ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
分
離
・
独
立
を
求
め
る

　

夜
の
一
〇
時
を
す
ぎ
て
も
、熱
気
は
収
ま
ら
な
か
っ
た
。

一
一
月
二
三
日
、
ス
ペ
イ
ン
北
東
部
に
あ
る
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
自
治
州
の
州
都
バ
ル
セ
ロ
ナ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使

わ
れ
た
屋
内
競
技
場
を
埋
め
尽
く
し
た
地
域
政
党
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
同
盟
（
Ｃ
ｉ
Ｕ
）
の
支
持
者
約
一
万
八
〇
〇
〇

人
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
長
ら
演
説
者
が
次
々
と
登
壇
す
る

度
に
、
赤
と
黄
色
の
ス
ト
ラ
イ
プ
模
様
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

「
国
旗
」
を
振
り
続
け
て
い
る
。
か
れ
こ
れ
二
時
間
、
よ

う
や
く
代
表
の
マ
ス
州
首
相
が
登
場
す
る
と
、
欧
州
は
じ

め
北
米
や
ア
ジ
ア
な
ど
世
界
中
か
ら
駆
け
付
け
た
メ
デ
ィ

ア
が
一
斉
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
た
い
た
。

　
「
世
界
が
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
を
見
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

民
族
に
は
自
分
た
ち
の
運
命
を
決
め
る
権
利
が
あ
る
」。

マ
ス
州
首
相
が
ボ
ル
テ
ー
ジ
を
上
げ
る
と
、会
場
か
ら「
独

立
、
独
立
」
と
大
き
な
声
援
が
沸
き
起
こ
り
、
国
旗
も
波

の
よ
う
に
う
ね
る
。「
政
治
力
も
カ
ネ
も
中
央
政
府
に
は

か
な
わ
な
い
が
、
私
た
ち
は
民
主
主
義
と
い
う
無
敵
の
武

器
を
持
っ
て
い
る
。
投
票
で
多
数
を
占
め
よ
う
」。
選
挙

戦
を
締
め
く
く
る
演
説
は
約
一
時
間
に
及
び
、
興
奮
は
最

高
潮
に
達
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
誰
も
が
、
二
日
後
の
Ｃ

ｉ
Ｕ
の
勝
利
を
確
信
し
て
い
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
分
離
・
独
立
の
是
非
が
最
大
の
争
点

と
な
っ
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
議
会
選
挙
。
世
界
の
注
目
を

集
め
た
今
回
の
選
挙
は
、
マ
ス
州
首
相
が
任
期
を
二
年
残

す
中
で
議
会
を
解
散
し
て
臨
ん
だ
、「
サ
プ
ラ
イ
ズ
選
挙
」

だ
っ
た
。
解
散
に
踏
み
切
っ
た
背
景
に
は
、
独
立
に
向
け

た
民
意
の
盛
り
上
が
り
が
あ
る
。
二
カ
月
半
前
の
九
月

一
一
日
の
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
日
」、
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
中

心
部
に
史
上
最
大
規
模
の
約
一
五
〇
万
人
が
集
ま
り
、
ス

ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
を
求
め
る
デ
モ
を
行
っ
た
の
だ
。

　

空
前
の
ス
ケ
ー
ル
に
、政
治
家
た
ち
は
衝
撃
を
受
け
た
。

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
は
以
前
か
ら
独
立
問
題
が
く
す
ぶ
っ
て
い

る
が
、
マ
ス
州
首
相
率
い
る
州
議
会
与
党
Ｃ
ｉ
Ｕ
は
、
急
進

的
な
独
立
の
動
き
と
は
一
線
を
画
し
て
き
た
。
だ
が
、
独
立

を
求
め
る
住
民
の
熱
気
に
押
さ
れ
て
方
針
を
転
換
。
ま
ず
は

マ
ス
州
首
相
が
九
月
二
〇
日
に
首
都
マ
ド
リ
ー
ド
に
足
を
運

び
、
中
央
政
府
の
ラ
ホ
イ
首
相
に
、
州
自
治
の
拡
大
に
向
け

て
バ
ス
ク
自
治
州
と
同
様
に
徴
税
権
の
移
譲
な
ど
を
直
談
判

し
た
。
と
こ
ろ
が
、ラ
ホ
イ
政
権
は
申
し
出
を
即
座
に
却
下
。

返
す
刀
で
マ
ス
州
首
相
は
独
立
派
が
圧
勝
す
る
こ
と
を
見
越

し
て
解
散
を
決
断
し
、
中
央
政
府
に
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
民
意

を
突
き
つ
け
る
戦
略
を
取
っ
た
の
だ
っ
た
。

　　

集
権
化
、
不
公
平
な
税
制
と
財
政
配
分
に
反
発

　

な
ぜ
分
離
・
独
立
を
求
め
る
の
か
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に

欧州の国と地域から

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
独
立
は
是
か
非
か

揺
ら
ぐ
国
家
の
枠
組
み
、
Ｅ
Ｕ
が
後
押
し

州
議
会
選
挙
か
ら
考
え
る

志
子
田
　
徹 　
　
　
　
　
　 

北
海
道
新
聞
ロ
ン
ド
ン
支
局

スペインからの独立が争点となったカタルーニャ州議会選挙最終日、
カタルーニャの「国旗」がたくさん波打った独立推進派の大集会
（11月23日、スペイン・バルセロナで筆者撮影）
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は
歴
史
的
な
経
緯
と
最
近
の
経
済
情
勢
と
い
う
、
二
つ
の

事
情
が
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
に
挟
ま
れ
た
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
は
中
世
以
降
、
独
自
の
言
語
・
文
化
圏
を
築
き

地
中
海
で
大
き
な
勢
力
を
持
っ
た
が
、
約
三
〇
〇
年
前
の

一
七
一
四
年
九
月
一
一
日
に
ス
ペ
イ
ン
に
敗
れ
、
自
治
権

を
は
く
奪
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
十
九
世
紀
の
産
業
革
命
で

発
展
し
文
化
の
復
興
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
二
十
世
紀
に

入
る
と
独
立
運
動
が
活
発
に
な
っ
た
が
、
一
九
三
九
年
か

ら
の
フ
ラ
ン
コ
独
裁
政
権
下
で
、
言
語
の
使
用
が
禁
じ
ら

れ
る
な
ど
抑
圧
さ
れ
た
。

　

フ
ラ
ン
コ
没
後
、
新
憲
法
に
基
づ
い
て
自
治
憲
章
が
定

め
ら
れ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
は
州
の
公
用
語
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
の
憲
章
改
定
で
教
育
や
医
療
と
い
っ

た
行
政
分
野
な
ど
で
も
自
治
権
を
拡
大
し
た
。
だ
が
、
昨

年
末
に
誕
生
し
た
保
守
系
の
ラ
ホ
イ
政
権
は
地
方
分
権
が

行
き
過
ぎ
た
と
し
て
中
央
の
権
限
強
化
に
舵
を
切
り
つ
つ

あ
る
。「
政
府
は
マ
ド
リ
ー
ド
ば
か
り
優
遇
し
て
、
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
を
差
別
し
て
い
る
」。
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
で
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
大
学
生
ジ
ョ
ル
デ
ィ
・
ウ
ル
ピ
イ
さ
ん

は
、
政
府
の
集
権
化
へ
の
反
発
を
隠
さ
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
独
立
の
動
き
を
加
速
さ
せ
た
の
は
、
地
方
の

財
政
悪
化
だ
。各
自
治
州
の
財
政
が
危
機
に
陥
っ
た
た
め
、

中
央
政
府
は
各
州
政
府
に
緊
縮
策
を
要
求
。
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
も
公
務
員
の
人
員
削
減
や
給
与
カ
ッ
ト
、
医
療
費

の
負
担
増
な
ど
を
打
ち
出
し
た
結
果
、
反
対
す
る
デ
モ
が

相
次
ぐ
な
ど
中
央
政
府
主
導
の
財
政
再
建
策
に
反
発
が
広

が
っ
た
。
と
く
に
、
州
財
政
悪
化
の
原
因
が
「
不
公
平
な

税
政
」
に
あ
る
と
い
っ
た
不
満
が
噴
出
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
の
地
方
財
政
は
各
自
治
州
が
税
収
の
一
部
を

国
庫
に
拠
出
し
た
上
で
、
中
央
政
府
が
再
配
分
す
る
仕
組

み
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
経
済
も
低
迷
が
続
く
中
で
、
こ
の

再
配
分
の
あ
り
方
が
や
り
玉
に
挙
が
っ
た
。「
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
の
富
が
他
の
貧
し
い
州
に
奪
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う

民
族
主
義
が
盛
り
上
が
っ
た
形
だ
。

　

Ｃ
ｉ
Ｕ
は
じ
め
、
急
進
的
な
独
立
派
で
あ
る
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
左
翼
共
和
派
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
な
ど
、
独
立
推
進
の
各
党

は
こ
の
「
不
公
平
税
政
の
改
革
」
を
全
面
に
打
ち
出
し
て

支
持
拡
大
を
図
っ
た
。「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
が
拠
出
し
て
い

る
税
金
は
、
た
っ
た
四
五
％
分
し
か
再
配
分
さ
れ
て
戻
っ

て
き
て
な
い
。
中
央
政
府
は
貧
し
い
州
を
優
遇
し
て
、
誰

も
使
わ
な
い
空
港
や
車
の
走
ら
な
い
道
路
ば
か
り
造
っ
て

い
る
」。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
広
報
担
当
オ
リ
オ
ル
・
ア
モ
ロ
ス
州

議
は
、
税
政
の
問
題
点
を
強
調
し
た
。

　

サ
プ
ラ
イ
ズ
効
果
も
あ
り
、
選
挙
戦
は
当
初
は
マ
ス
州

首
相
の
思
惑
通
り
に
進
ん
だ
。
各
種
世
論
調
査
で
は
定
数

一
三
五
の
う
ち
、
与
党
Ｃ
ｉ
Ｕ
が
単
独
過
半
数
の
六
八
議

席
を
う
か
が
う
勢
い
だ
っ
た
。こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
て
、

マ
ス
州
首
相
は
さ
ら
に
踏
み
込
み
、「
勝
利
し
た
暁
に
は

二
〇
一
四
年
ま
で
に
、
独
立
の
是
非
を
決
す
る
住
民
投
票

を
実
施
す
る
」
と
打
ち
出
し
た
。

　

だ
が
、
中
央
政
府
は
独
立
に
激
し
く
反
発
し
た
。
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
は
ス
ペ
イ
ン
経
済
の
大
黒
柱
で
、
全
自
治
州
の

中
で
最
も
経
済
規
模
が
大
き
く
、国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
約
二
割
を
占
め
て
い
る
。
仮
に
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
が
分
離

す
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
経
済
危
機
に
拍
車
が
か
か
る
の
は

明
ら
か
。
中
央
政
府
は
住
民
投
票
の
実
施
に
関
し
て
「
憲

法
で
認
め
て
な
い
」
と
主
張
し
、
独
立
は
法
的
に
も
正
統

性
が
な
い
と
い
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。「
中

央
政
府
vs
地
方
政
府
」
は
両
者
が
っ
ぷ
り
よ
つ
の
ま
ま
、

選
挙
戦
当
日
を
迎
え
た
の
だ
っ
た
。

　

州
議
会
の
三
分
の
二
が
独
立
推
進
派
に

　

選
挙
は
ふ
た
を
開
け
て
み
る
ま
で
分
か
ら
な
い
、
と
い

う
の
は
本
当
だ
っ
た
。
一
一
月
二
五
日
、
歴
史
的
な
勝
利

を
味
わ
お
う
と
、
与
党
Ｃ
ｉ
Ｕ
が
陣
取
っ
た
バ
ル
セ
ロ
ナ

中
心
部
の
高
級
ホ
テ
ル
は
、
開
票
が
始
ま
る
午
後
八
時
に

は
支
持
者
ら
で
立
錐
の
余
地
も
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

地
元
メ
デ
ィ
ア
が
出
口
調
査
結
果
を
報
じ
る
と
、
た
め
息

が
広
が
っ
た
。
Ｃ
ｉ
Ｕ
の
勝
利
ど
こ
ろ
か
、
現
有
議
席
を

独立の是非を問うたスペイン・カタルーニャ州議会選挙の終了後、記者会見するマス州首相。
独立推進派の合計では過半数を大きく超えた（11月25日、スペイン・バルセロナで筆者撮影）
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大
幅
に
割
り
込
む
と
の
見
通
し
な
の
だ
。
普
段
は
陽
気
な

バ
ル
セ
ロ
ナ
っ
子
も
沈
痛
な
表
情
で
開
票
速
報
の
流
れ
る

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
つ
め
て
い
る
。や
は
り
伸
び
な
い
。

結
局
、
単
独
過
半
数
ど
こ
ろ
か
、
選
挙
前
勢
力
か
ら
一
二

議
席
も
減
ら
し
て
五
〇
議
席
と
い
う
大
惨
敗
を
喫
し
た
の

だ
。「
私
た
ち
の
党
は
議
席
を
減
ら
し
た
が
、
独
立
推
進

派
の
全
体
で
は
勝
利
し
た
」。
午
後
一
一
時
を
過
ぎ
た
頃
、

疲
れ
切
っ
た
表
情
で
支
持
者
の
前
に
現
れ
た
マ
ス
州
首
相

の
言
葉
に
力
は
な
か
っ
た
。

　

Ｃ
ｉ
Ｕ
が
大
方
の
予
想
に
反
し
て
惨
敗
し
た
理
由
に
つ

い
て
は
、
選
挙
戦
の
最
終
盤
に
突
如
浮
上
し
た
、
マ
ス
州

首
相
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
発
覚
が
大
き
か
っ
た
と
み
ら
れ
て

い
る
。
納
税
逃
れ
の
た
め
の
銀
行
口
座
を
ス
イ
ス
に
不
正

に
開
設
し
た
と
の
疑
惑
だ
が
、
独
立
に
断
固
反
対
す
る
中

央
政
府
側
が
マ
ス
コ
ミ
に
リ
ー
ク
し
た
と
さ
さ
や
か
れ
て

い
る
。

　

一
方
で
、日
本
の
二
〇
〇
五
年
の
郵
政
選
挙
の
よ
う
に
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
解
散
し
て
「
独
立
か
否
か
」
と
い
う
シ
ン

グ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
持
ち
込
ん
だ
マ
ス
州
首
相
が
、
策
に

お
ぼ
れ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。
中
央
政
府
の
求
め
に
応
じ

て
、
マ
ス
州
首
相
は
医
療
費
値
上
げ
や
学
級
人
数
の
拡
大

な
ど
、
暮
ら
し
に
直
結
す
る
分
野
で
緊
縮
路
線
を
推
進
し

て
き
た
。「
も
と
も
と
は
独
立
に
慎
重
だ
っ
た
マ
ス
州
首

相
だ
が
、
緊
縮
財
政
に
よ
る
生
活
圧
迫
と
い
う
不
人
気
政

策
を
覆
い
隠
そ
う
と
し
て
、
独
立
と
い
う
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

の
人
々
が
飛
び
つ
く
テ
ー
マ
を
持
ち
出
し
、
選
挙
に
打
っ

て
出
た
。
し
か
し
、
有
権
者
は
だ
ま
さ
れ
な
か
っ
た
」。

バ
ル
セ
ロ
ナ
自
治
大
の
ホ
ア
ン
・
カ
ル
ロ
ス
・
ガ
バ
ラ
デ

カ
ラ
教
授
は
有
権
者
が
冷
静
だ
っ
た
と
分
析
す
る
。

　

た
だ
、
急
進
独
立
派
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
は
議
席
を
倍
増
さ
せ
て

第
二
党
に
躍
進
し
た
。
議
席
を
減
ら
し
た
と
は
い
え
与
党

Ｃ
ｉ
Ｕ
は
第
一
党
を
維
持
し
て
お
り
、
両
党
で
過
半
数
は

超
え
、
他
の
独
立
推
進
派
も
合
計
す
れ
ば
、
全
一
三
五
議

席
の
う
ち
三
分
の
二
近
い
勢
力
を
占
め
る
勝
利
と
な
っ

た
。
民
意
は
明
ら
か
に
「
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
」
を
選

択
し
た
の
で
あ
る
。
中
央
政
府
と
の
対
決
は
今
後
ま
す
ま

す
激
し
く
な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

地
域
の
分
離
・
独
立
と
Ｅ
Ｕ

　

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
独
立
運
動
が
突
き
つ
け
る
課
題
の
一

つ
と
し
て
、
地
方
の
税
財
政
配
分
の
あ
り
方
が
あ
る
。
豊

か
な
地
域
の
税
収
を
貧
し
い
地
域
に
ど
う
配
分
す
る
か
、

透
明
性
の
確
保
や
決
定
方
法
は
難
し
い
問
題
だ
。
今
、
欧

州
が
直
面
し
て
い
る
、豊
か
な
ド
イ
ツ
や
北
欧
な
ど
の「
北

部
欧
州
」
と
、
債
務
危
機
国
で
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
や
ス
ペ
イ

ン
な
ど
「
南
欧
」
と
の
対
立
も
、同
様
の
構
図
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
だ
け
で
な
く
、
欧
州
で
は
こ
こ

に
来
て
、
地
域
の
独
立
の
動
き
が
相
次
い
で
い
る
。
ス
ペ

イ
ン
で
は
以
前
か
ら
独
立
問
題
が
あ
る
北
部
バ
ス
ク
自
治

州
で
も
、
一
〇
月
の
州
議
会
選
で
独
立
急
進
派
が
躍
進
し

た
。
や
は
り
一
〇
月
に
行
わ
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
統
一
地
方
選

で
も
フ
ラ
マ
ン
地
域
の
独
立
を
掲
げ
る
政
党
が
勢
力
を
拡

大
。
一
足
早
く
独
立
の
動
き
が
具
体
化
し
て
い
る
英
国
北

部
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
一
〇
月
一
四
日
、
英
国
か
ら

の
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
を
二
〇
一
四
年
に
実
施

す
る
こ
と
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
英
首
相
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

自
治
政
府
の
サ
モ
ン
ド
首
相
が
合
意
し
た
。
歴
史
的
、
文

化
的
背
景
か
ら
独
立
を
求
め
る
動
き
に
加
え
て
、
欧
州
債

務
危
機
な
ど
で
続
く
景
気
の
低
迷
を
、
地
域
が
自
立
を
模

索
す
る
こ
と
で
打
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
共
通
性
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
で
、
地
域
の
独
立
運
動
が
盛
り
上
が
る
の
は
、
国

家
を
超
え
た
枠
組
み
で
あ
る
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
、
国

家
に
代
わ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
側
面

が
大
き
い
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
独
立
を
支
持
す
る
住
民
は

五
〇
％
台
後
半
に
達
す
る
が
、「
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
で
き
な
く

て
も
独
立
を
支
持
す
る
」
と
い
う
問
い
で
は
四
〇
％
台
前

半
ま
で
支
持
が
減
少
す
る
。
独
立
派
の
選
挙
戦
の
集
会
で

は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
国
旗
に
混
じ
っ
て
Ｅ
Ｕ
の
旗
も
目
立

ち
、
分
離
・
独
立
と
Ｅ
Ｕ
加
盟
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ

た
。「
地
域
が
独
立
を
目
指
す
上
で
最
も
大
き
な
障
害
に

な
り
う
る
の
は
安
全
保
障
の
問
題
だ
が
、
欧
州
は
Ｅ
Ｕ
や

北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
お
か
げ
で
平
和
に

な
っ
た
」（
ベ
ル
ギ
ー
・
ル
ー
バ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
大
の
バ

ン
サ
ン
・
ラ
ボ
ル
ド
リ
研
究
員
）。
独
自
の
強
力
な
軍
隊

が
不
要
に
な
っ
た
こ
と
が
、
独
立
運
動
の
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
た
と
言
え
る
。

　

Ｅ
Ｕ
は
、
二
度
の
世
界
大
戦
を
経
験
す
る
な
ど
国
家
間

の
紛
争
を
繰
り
返
し
て
き
た
欧
州
で
、
平
和
と
安
定
に
貢

献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
二
〇
一
二
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
。
さ
ら
に
安
定
を
目
指
し
て
、
経
済
・

財
政
統
合
に
と
ど
ま
ら
ず
、政
治
統
合
ま
で
議
論
を
広
げ
、

統
合
の
深
化
を
進
め
て
い
る
。
だ
が
、そ
の
こ
と
が
逆
に
、

地
域
で
分
裂
の
動
き
を
加
速
さ
せ
て
い
る
皮
肉
な
状
況
を

生
ん
で
い
る
。統
合
と
分
裂
の
両
方
に
遠
心
力
が
働
く
今
、

近
代
国
家
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

＜

し
こ
だ　

と
お
る＞


